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　 パーカーに よ っ て 提案 された種 々 の 流 れパ タ
ー

ソ に 対 して適

応 可 能な モ デ ル を，通 常 よ く行わ れ る原位 置試験 に適 応す る た

め に，一般的 な 条件に お け る定流量 お よ び 定圧透水試 験の タ イ

プ カ ーブ を疑似解析 的な手法 で 導 い た。そ の タ イ ブカ
ーブ を実

際 の 原位置試験 に適応 し，そ れ を整 理 ・考 察す る こ とに よ り，
岩盤 中の浸 透特性 を合理 的 に推定 す る こ とが で き る こ とを示 し

た。

　 ま た，連続体 ・不連続 体モ デ ルの 特 微 を考察 す るた めに，各

モ デル を用 い た 単一
孔 透 水 試験の シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン 結 果 を，実

数 次元 の タ イプ カ
ー

ブに よ っ て 検討 した。主に，透 水 性 の不 均

一性 と異方性 の 影響を検討 し，次元 と透 水性の ぱ らつ き とモ デ

ル の 関係 を考 察 した 。 そ して，そ の 結果 を 用 い て ，本論 で 対 象

と した 原位置 試験場 の 数値 モ デ ルを構築 す る際の 留 意事項 に つ

い て 考察 した。こ の よ う な検 討手法 は他 の サ イ トの モ デル 選定

に お い て も有効 で あ ろ う。嘆 文，図 ： 17，表 ：8，参考文献 ： 8）

地震時 に お ける埋立地盤の 液状化に よ る 重力式岸壁の

不 安定化

　　　　小濱英 司 ・三 浦均也 ・吉 田　望 ・大 塚夏彦 ・栗田　悟

キーワ ーズ ：液状化／滑動／地震／重 力式岸壁 ／振動台模 型実

験／ 土 圧　IGC ：E8

　大 規模な 地 震 に よ っ て 港湾地 域 で は 大 き な 被害が 発 生 す る こ

とが多い 。こ れは埋 立て 地盤 を中心 に大規模 な 液状化が発生 し，

岸壁 や背後地盤 に多 くの 被害 が生 じるためで あ る。本研究 の 目

的 は，地 震 に よ る重 力 式岸壁 の 被害 が 発生 す る メ カ ニ ズ ム を 裏

込 め地盤 の 液状化 との 関連 に お い て 明 らか に す る こ とで あ る。
　
一

連の 振動台模型 実験 に よ っ て重 力式岸壁 お よび 裏込 め 地 盤

の 挙動を 観察 した。実験結果 を比較検 討 した 結 果，ケ
ー

ソ ソ の

移動 は背後地盤 の液状 化の 有無 に大 き く依存 して い る こ とが 分

か っ た。背後地盤 が 液状 化 しない 場合 に は，背後地盤の 土圧 の

振動成 分の 向 き は ケーソ ン に 作用 す る 慣性 力 と方 向が 反対 で あ

る。と こ ろ が，液状 化 が 生 じる と，上 圧 の 振動成 分は 慣性 力 と

方向 が
一

致 し，ケ
ー

ソ ン の 安定性が失 わ れ る と説 明 で き る。

　 ま た，液状化 に よ り間隙水圧が 発生 して 裏込 め地 盤の 剛性 が

低下 す る過程 に おけ る土 圧の 振動成分に つ い て も観察 して い る。
こ の 場合，土圧の 振動成 分は間隙水圧 の発 生 に伴 い 最初は 減少

す る傾 向を示 す が，位相 が 反転す るの を境 に 増大傾 向 に転 じる

こ と が分 か っ た。この こ とは 岸壁 の 振動 も考 慮 した 単純 な モ デ

ル に よっ て も説 明で きる こ とを示 して い る。（英文，図 ：21，表 ：

6，参考文献 ： 16）

関東 ロ ーム の ア ロ フ ェ ン 含有量 と指示的性質問 の 統計

的 関 係　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 宋 永焜

キー
ワ
ーズ ： ア ロ フ ェ ン 含有量／関東 ロ

ー
ム ／細孔 間隙量／指

示 的性質／比 表而 積／工 学 的分類　IGC ： D1／D2

　 関 東ロ
ー

ム の試料 数，約 120個 の デ
ー

タに つ い て ，ア ロ フ ェ

ソ 含 有量 と指 示 的性質の 関 係お よび こ れ らの 指 数 に基 づ い て，

関東 ロ
ー

ム 分 類の 新たな提案 を 行 っ て い る。そ の 主 な研 究結果

は，次の よ うで ある。
1）　 ア ロ フ ェ ン 含有量 と比 表面 積 ， 全問 隙量，非 自由水分 量

　の 間に は，おの おの 直線 的比例関係 がある 。

2）　 ア ロ フ ェ ソ 含 有量 と 自然含 水 比 ，液 性 限界，塑性 限界，

　お よ び強熱 滅量 の 間 に は，お の お の 直線 的比 例 関 係が あ る。
3）　 ア ロ フ ェ ン 含有 量が増 え る と液 性指 数 は 減少 す る 傾 向 に

　 あ る。す な わ ち ア ロ 7 エ ン はペ
ッ ト構 造 を形 成 す る こ とに

　 よ り，地盤 の 安定 に寄与 して い る。
4）　 関東 ロ ーム の 自然 含水 比 と液 性 限界 の 間 には 直線 比 例 関

醒

　 係が ある。
5） 塑性 図．ヒに おけ る関東 ロ ー

ム の 位置 は A 線の 下方 に あ り，

　 ア ロ フ ェ ン 量 が 多い ほ ど，その 線 か ら離 れ る傾 向 に あ る。
　 そ の 分布 は直線 式で 表 さ れ る。
6＞　 強熱減量 と液性 限界の 間 に は，直線 比例関係があ る。

の　液性指数 と流動 係 数β （＝w 。1WL）の 問 に は，良好 な 直線

　関係 があ る 。 ま た こ れ ら を 要因 と して，関東ロ
ー

ム を 分類

　 す るこ とが きる。こ の 場 合，関東 ロ ー
ム の 多 くは軟 弱 ロ ー

　 ム と含水 比 の 高 い 普通 ロ ーム に 分類 さ れ る。
8）　ア ロ フ ェ ソ 含有量 と塑 性 角の 間 に は 明 り ょ う な 関 係 が 存

　 在 しな い 。〔英 文，図 ；19，表 ： L 参考文 献 ；27）

香港の 残積土斜面 に対する斜面安全性の 評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 J．Nei 且Key

キーワ ーズ ：安全 率／ 確率／残積土／斜 面安定／デー
タ ベ ース

ア プ u 一チ／統計 解析／ 不 確 実性 　1  ： E6

　 1948年 以来蓄積 され た1　642の 切土 斜面 の データにつ い て破

壊確 率 とい う観点 か ら整理 した 論文で あ る。

　 まず全 データ に つ い て，破壊確率に対す る斜面の 角度 と高さ

の 関係 を 整理 した。そ の 結 果，角 度 に対 し30度，40度，60度

お よ び75度 の 臆 界 を設 け 五 つ の プ ロ
ヅ ク に 分類 す る と，高 さ

10m 以上の 斜 面 に対 し て は，高 さ に よ ら ず各ブ ロ ッ ク ご とで

同 じ破壊 確率 を得 た。10m 以下 で は，高 さが低 くな るほ ど斜

面角度が増 加す るよ うに ブ ロ
ッ クの 境界 を設け るこ とに よ り，

10m 以 h の ブ ロ ッ ク と 同 じ破壊確 率に な る よ うな ブ ロ ッ ク を

設 け る こ とがで きた （た だ し30 度以 下の ブロ ッ ク だ けは高 さ

10m 前後 で の 破壊確率 は 異な っ た ）。

　 こ の 結果を香 港の 4 地 域に つ い て 適用 す る と，地 質学 的に

異 な る 1 地域 を除 い た三 つ の 地域 に つ い て ．同 じ傾 向が得 ら

れ た。

　 そ して こ の破 壊確率 に対 す る斜面 の 角度 と高さ の 関係 を滑 ら

か な 曲線で 統 計的 に近 似 した。さ らに斜 面 崩壊 の 主 な 原 因 の
一

つ で あ る地下 水位の 位置 に 注 目 して三 つ の 条件 を考慮 し，そ れ

に 応 じた三 つ の 曲線 を 描 い た。

　 こ の 曲線に よ り，香港で の 斜面の 幾何条件 （高さ と角度）を

イ ソ プ ッ トデータ と して ，地下水位条件 に応 じた斜 面の 破壊確

率 を 容易 に 推定 す る こ と が で きる こ とを示 した。（訳 ： 中野正

樹 ） （英文，図 ： 9，表 ：5，参 考文 献 ；11）

引抜き力を受けた拡底基礎の遠心模型実験

　　　　 S．B ．　Gurung ・中島興
一
郎 ・阪上最

一・日下部　治

キーワ ーズ ：遠心 実験／再構 成試 料／実 物実験／修 正 係数／寸

法 係 数 ／ 引 抜 き 試 験 ／ 不 撹 乱 試 料 ／ 変 位 ／ 粒 径 　IGC ：

E14／E4

　 本論文 は，遠心模型 実験結 果か ら実物 大基礎の 挙 動の 推定を

可 能 とす る た め ，不 撹乱 ブ ロ ッ ク サ ン プル を用 い て 行 っ た，拡

底 基礎の 引抜 き遠心 模 型実験 に 関す る も の であ る。原位置に お

い て 直接遠 心容器 内に 不 撹乱 試料 を採取 して実験室 に 運搬 し，
不 撹乱試料を用 い た モ デル 地 盤お よび 不撹乱試料を ほ ぐ した 撹

乱試 料の モ デル 地盤 を 準備 した 。 不 撹乱試料の モ デル 地盤 は，

撹乱 試料 の モ デ ル 地盤 よ り大 きな引抜 き抵 抗 を発揮 した。こ れ

は 不 撹乱試 料は，原位 置に お け る土 の 構 造 を保存 し粘着 力を発

揮 した た め と考 え られ た。不 撹乱 試 料 と 実物大 の 基礎引抜 き試

験 の結果 との 比較か ら，不 撹乱試料 を用 い た遠心模 型実験 は，

実物 大基礎 引抜 き抵抗 を よ く再現 し得 る こ とが 明 らか とな っ た 。

しか しな が ら，遠心 模型実験は，実物大 引抜 き鉛 直変位 を過大

評価 した。こ の 差違 は，模型寸法 の 縮尺 ス ケール お よ び 士粒子

　 土 と基礎，47− 1 （492）
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